
（2）大気汚染測定

1）測定の概要

大気汚染常時監視は、短勒的には汚染が悪化した緊急時に対処すること、長斯的にさま大気汚染

に係る壊墳墓皐適否の評価等を行ない、汚染の実巌をは在すると共に公害防止計画筍定の基陸資料

あるいは大京汚染に鍾する諸施策の敷島を判断するうえで重要なものである。

蕃県における大気汚染常時監視軌定結果は、的祁44年、45年、46年度について、すでに報

告されているので、ここでは常時監視業務の税吏と共に各年度ごとの独走結果を菓約して述べる。

大京汚染鞄真のうち、イオウ酸化毎丁とふんじん（浮遊粒子状物廣）はもっとも早くから注目され、

その対策も重点的に追められてきた。これを反映して、本県における鋸定観の整備は昭和43年以

降、イオウ酸化物自動測定騰設置に喜点がおかれ、駅優雅点も年次的に拡充してきた。測定対象地

填は、本事業を摘給した当所は川口市、戸迂†市、族市、鳩ヶ谷市、奉加市、八倒桝（缶）、三郷町

（請）の計5而2呵であったが、産業の退屈に伴たう企業の遠出、払戻の拡大、人口の堀加等によ

って大気汚染か広壊化し、さらに、交通量の増大等の背景のもとに汚染の形態は復縁、多様化の臨

向にあり、対象地妓を拡大することが必要となった。特に近在は光化学反応による大気汚染が著し

く、このため、監視測定体制の整備拡溌がはかられている。本県では喝相46年、大気汚染緊急時

対缶要軌が改められ、対媛地域の従来の県渾5市2阿］からその周辺も富む17市町に拡大されたが、

引き涌き昭紬47年には12市田］が追加さわ、現在では蓑1に示すように県南29市町が対象地故

にされており、測定地点はほはこの地域内に配置されている。測定薇著封ま、前記のように従宋、イ

オウ酸化物、ふんじんか主な対象であったが、暗箱45年7月18日の東京立正高校事件以風　光

化学反応に録与するオキシダント、窒素酸化物、炭化水素等の測定が重要視され、これに対処して

これらの測定駄か設備されている。また、大気汚染と密抜を菌床をもつ気象敦素として、風向風速

気軋 虚度等の測器も主蟄個所に配置されている。

これらの経緯のもとに、測定地点、測定俄器の設置には若干の変更があったが、その経過は衰2

に示すとおりである。軋洒i47年3月末現在の漁魔燕点の分布及び測定項目を囲一1に示す。なお、

これらの測定データを迅速には超し、適切な措置を講ずるた捌こ、昭和46年度、テレメー→クーーシ

ステムが導入さオ1た。

2）大気汚染測定結果

2）一1昭和45年度の観葵（抄）

1オウ酸化物及び浮遊粒子状物賀の測定を中心として、前年までの7鞍点のほかに越谷市役所ほ

か5地点に判定医を新設し、合計13地点で測定を行なった。昭和45年1月から同年12月まで

の1年間において、有効測定時間数6000時間以上を確保できたill口市役所ほか6地点について、
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イオウ酸化物に係る環境基準の適否は蓑－3のとおりである。なお、6000時間未満の地点につ

いては、測定時勒串における1晴間値の最高包を参考として記載した。

責－3に示すとおり、環境基準の判定結果は、7地点のうち、鳩ヶ谷市役所と粛市役所の2地点

が全項目について不適合であった。これを前年と対比してみると、昭和44年度においては、この

両市と草加保健所が総合判定で環境基準に不適合であり、両市は前年に続いて汚染地威と判定され

た0晦に、鳩ヶ谷市は前史に続いて全項目にわたり不適合であった。

大気汚染常時監視データのまとめは、従来ゝ暦年を単位としてきたが、抑46年から算堵庁の毎
方針にあわせて年度単位で作成することにあらためた。

（1）イオウ酸化物（抄）

昭和46年度におけるイオウ酸イヒ物に係る垢転基準の速偏は表－4のとおりであろ。この年度に

おける新設の劉定地点は熊谷市（八木宿デパート）のみであり、同地点のみ有効測定時間数に満た

なかった0そのほかに12測定匝点における療境基準の適否をみると、不適合とたっこのは草加市

役所と戸田・靡保健所の2ケ帝である。このうち、戸田・蕨探塵所は前年鼓動した敲市役所から移

設した測定地点でかり、また、草加市役所は昭和4∠1年に不適合となった草加保健所に代わる測定

地点である。

砥和46年度の測晃データについては統計処灘を実施したが、イオウ酸化物について四季机隠

日別に平均値、操草原差を計算した感晃表5に示す。たお、季節の分類は春（3月～5月）、夏

（6月3月）、秋（9月～11月）、冬（12月へ2月）である0陪日別の平均値は、年間をとお

して全測定堆点で日経日に最低を示し、また、金曜日に最高を示す佑向がみら計りこ。囁境基準不適

となった草加市役所及び戸田・蕨保鰭所では透間をとおして4．0～58pphmと高いレベルにあ

り、そのほか測定地点では15～2・9ppbmと低い。季節による差は、全般的に春に高濃度を示

し、故に低濃度と√こる懐向がある0乃：お、草加市役所、戸田・蕨旋盤所における1月1日～1月3

日までのイオウ酎ヒ物の日平均値は1・3～2・5pphm、2．0～．32ppbmであり、これを1月

の月平均値である4・9及び4．8ppilmとくらべると1／3～1／′2に減少していることが明らか

である。このことは発生源活動が減少したとき、環境濃度がどの程度低下するか、一つの目安とな

ろう。

次に、広域的に2カ所の測定地点で同一日に0．2ppⅡ1以上の高痕度が出現したのは

11月18日　　　　草加、上尾

11月20日　　　　戸田。蕨、草加

11月24日　　　草加、越谷
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11月26日　　　　戸田・蕨、草加

12月17日　　　　戸田・罪、草加

の5例で、3カ所以上の同日発生になかった。イオウ融化物高濃直の出現時刻は、接地逆転が解消

される前の8時～10時に頻度が高い。また、本県の特徴として、夕方あるいは夜間にもかなりの

頻度で高浜度が出現することがある。この現象は特に戸ER・麻、草加で著しい。こからのことから、

本県におけるイオウ酸化物による汚染地域は、戸5・監、川口周辺と草加周辺の2ブロックに大別

され、県南全域の汚染というよりも、むしろ、局地的な汚染が勘邁である。

（2）浮遊粒子状物肇

浮遊粒子状物質の涛賀宴準は、昭和47年5月、韓境庁の通達により、粒径10J‘以下の粒子状

勧賀の法定条件を重量濃度で定めたものとさか、これに関して従来の測定方法を較正すろことが必

要と．1った。しかし、昭和47年度はこの鮫正が実施されなかったので、環境基準の判定は行なわ

在かった。

昭和‖6年監における浮遊粒子状物袈の測定結果を義一6に示す。川口、草加、鳩ヶ谷、和光、

秩父で比較的高い使を示している。川口、草加、鳩ヶ谷において月平均値の楕掛ま同い臨向を示しノ、

11且12月　に高い。和光では7月に月平均値が最高で、その他の月は立間をとおして大きな変化

はみられなかった。秩父ではこ1】月及び∃月～7月が高い。そのほかの洩塁定地点では年間をとおし

で転立った変化はみられ7：こい。

t3）オキシダント

オキシダントについて年間の測定繹真を表－7に示す、，有効測定粁菌数60U O梅毒以上の地点

における年平均虐の最高値は0．07～0．（j9‡）pmで、地点によってそわほど大きな差はない0　こ

のことは光化学反応による汚染が、1〈－2の市町だけに局地的汚染をもたらすものでたく、県南全

坂にわたることを示曝している。事実オキシタント高湊度の発生は広軌的なことが一つの晦敵で、

＝則定地点のみで高恕度になる例は少なく、をまぼ同蘇亥那こ2地点以上で高濃度にたることが孝い0

光化学反応の要素としては、岬次汚染物真の分布、気温、紫外線、大気安定度、逆転層の存在、風

速等、多くの要素がある。街に、気象条件は光化学反応こ録姦な試供があり、本県を含む日東内陸

払では海鼠前線の挙動と高浜庶出現に高い師蓮性のあることが見出され、海風の効き方によって（1）

北上塾、（ゴ）停涌別に大別できる。

北上塾は海風が内陸渓くまで採入する虜合で、海風の進入に伴って高法度発生地点は南部から次

舞に北部に移致する。停藩型は陸風と海風の前線帯が停滞して移奪しない場合で、高温度が持続し、

広域的な汚染になりやすい。しかし、この分簸をま大まかなものであり、実際にほ他の要素が複雑に

影響するため当日の気象状況による変化も看るしい。特に高濃度発生条件は海風の挙動のみでなく
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一次汚染物質量、風速、紫外線量等の条件が必要、かつ、十分であれば陸風城でも基準値（0．15

ppm）近くに達する例があることに注目する必要がある。

オキシダントの年間デ【クについて統計処理した結果を蓑－8に示す0処詮の方法はイオウ酎ヒ

物の場合と同じである0遇問の変化按夏季において全地点で日曜または月曜日に最高を示し、最高

値は戸田・顔の4・7ppb王n、最低値は清和3・6pphmであった0年間の僚向としては秋に低濃

度がみられる0なお、冬季に清和、川口で平均値が高いが、これは窒素酸化物の影響と思われる。

（4）一腰化炭素

一偏糾ヒ炭素の測定は、呼拝口46年度については鮮谷ほか2地点で実施したが、その測定結果は蓑

叫9のとおりである。葬童基準との適合状況については、大宮市高島屋デパート前交差点で累紬　亀

匝、大宮駅前道路福呂屋補38巨い宙和石仲仙道平和相互銀行前11回、熊谷八木億デバ【ト前

交差点10回、大官市役所1回が不適合であった0また、緊急時に相当する状静に達したのは、大

宮市仲仙道高島屋デパ【卜前交差点2軌大宮駅前道路福呂昼前7回であった。

（5）埼玉県の風の特徴

埼玉県の地勢は関東平野の中央部から北西部に位置し、西部に秩父山系、比企丘陵地帯があるほ

かははぼ平坦な地形である0しかし、巨視的にみると、北部には赤乳棒名の山岳地敬宿敵こは

相模湾、東京粗東部には鹿島誠があり、陸風、海鼠等、局地鳳の存在がみられ、季節風と重なっ

て後難な嵐系を示している。

地上風斉は、夏は太平洋気団による南寄りの風、冬は西高東低型気圧配置による北～北西の風が

卓越すろ0全音接地域での年間主風向は北～北西であり、それに次ぐ風向は東と南であるか、局地

風の影響として県南東部地域では東系が多く、対照的に県岡西部地域では東系成分の減少が著しい。

四季の特徴として春から夏に向かっては、日中南系の風向が増す。その出現頻度は17時頃ピーク

を示し、同時こ時刻別平均風速も翫となっている。その後2。時靴は弱風の藤凱始める観　象

が最大になるQ夏季には南風が一層強まり、北系の嵐か数滅する0しかし、わずかながら早熟こ北

系の嵐が残っているのがみられる0風速の時刻変化は春と同型であるが、やや昼夜の差が大きくな

っている0秋季にほぼ冬季と同い債向を示しているが、やや京糸の成分が残っている。冬季の季節

風は北～北西であり、県内全域でほぼ終日卓越している0西部地域では風向頻度はやや北酎こ偏っ

ている。

月平均風速は、全観測地点で3月が最高で、6月に一旦液少するが8月に再び増加し、11月に

減少している。

2－3　昭和47年度の概要

大気汚染に係る環境基準は、新たに二酸化窒素及び光化学オキシダントの環簸基準が設定され、

－244－
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従来の⊥酸化炭素及び浮遊常子状物質の類墳墓準と合わせて田所ロ48年5月8日に告示された。ま

た、日鋼ロ48年5月16日、従来の′イオウ轟化物に代わる二讃化イオウとしての環境基葦が告示さ

れた。これに伴たい大気汚染の詞聴が従来の方法と変わることになったが、これらのデータの評価、

解析は昭和47年度大気汚染報告書を参照されたい。

蓑1　大気汚染紫急時対象地域

　　　　　　 n
追 加 さ れ た 市 町 計

市

八潮市、‡

i
7 市町

浦和市、与野 市、大宮市、

1 6 市町和光市、朝霞市、志木市、

新座市、所沢市、入間市

上尾市、岩視市、春日部市、

l 2 9 柵

越谷市、松伏町、吉川町、

川越市、狭山市、上福岡市、

富士 昆市、大井町、三芳町

威能市

－245－

対　象　市　町

45年二

（　47年

川口市、戸田市、蕨

鳩ヶ谷市、草加市、

三郷町

同　　　　　　　上

同　　　　　　　上
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真一3　　　　昭和45年（1月～12月）の測定点別の大気中の

断定点　 ＼＼、　　　＼
0．0 5p p 蠍 下 8 8％っ止 9 9％訣上

ぎ以下が7 0魁

1 川 口 市役 所 （〕 ppm （J ％ ○　 ％ U　 ％

　 0．0 1 6
i

9 9．5 9 9 9 9 8．0

2 川 口保 健所
⊂） ○ ○ ○

0．0 3 4 9 7 5 9 9．7 8 1．2

3 鳩 ヶ谷市役所 × × × ×
0＿0 6 3 8 3．4 9 3．9 4 4．2

好事 加 保 健 所 ○ （〕 ○
u　　 ○

4 草 加 市 役 所 0 0 3 5 9 6．1 ∈I9．6 7 7 7

5 嵐　 市 役 所 × 〔） ⊂） ×
0．0 5 4 9 1‾．5 9 百．2 4 3 6

6 所 沢 民 箆 所
○ ○ ○ 〔〕

0 （J2 0 9 9－8 10 （） 9 7．6

7 越 谷 市 役所
（⊃ ⊂） （〕 ⊂）

0．0 1 7 9 9 且 9 9 9 9 6．8

8 上 唇 市 役 所 0．0 1 2

9 中 央 保 健 所 0 0 1 3

1 0 公害センター 0．0 4 1

1 1 和 光市 役 所 0・0 3 0　　 l

12 八 潮 町 役 場 0．0 3 3

1 3 三 郷 戦 役 嶺 0．0 2 0

奴‥　二測定期間：草加保健所1月～8月、　草加市役所9月～12月

－246－



「

いおう酸化物に係る費境基準の適否
口環境基準　適合襲目

〉く澤境基準不適合負目

総 日数 の 3 ％ 以 下 、 且 つ l

3 日連 続 した い こ と　 憂　　　‖

l

（ 即 売 時 間 ）

‡ 9 9 パ ー セ

ン タ イ ル 最　 高　 値

団 ○ 曇。皇
適　　 合 7，3 3 6 p p 王n p p m

． 0
！

0 苛 （1 月～ 1 2 月 ） 0 ．0 8 0 ．3 6

〔〕 ○
適　　 合 8，G 6 8

0 ．1 2 0 ．3 00 ．6 0 （1 月～ 1 2 月 ）

×
　 u

×　　 ‾1一 －t、 ノゝ 7 1 1 1

0 ．2 9 0 ．3 91 9 ．3 6 ノ1 　ヽコ塑　 ロ （ 1月～ 1 2 月 ）

○ ○
適　 合

u

7，2 5 1

0 1 6 0 ．3 50 6 U （1月～ 1 2 月 ）

〔〕 C ギ 連 合 妻
－7，6 6 3

0 、1 9 0．3 11 2 0 し1月～ 1 2 月）

団

U

㌔j　 一 遍 含 羞
8 ．2 2 ：う

（1 日～ 1 2 月 ） 0．C S 0 ユ1 6

○

0 3

9 手 合 丁

7．1 1 3

（1 月～ 1 2 月 ） 0 ．1 0 0 2 0　 】

3，9 6 5

0 1 6（1 月～ 2 月、 5月～ 9 月 ）

も1 1 8

0．1 7（4 月～ 7 見　 9月へi 2月）

　 1，9 9 0
（1 月～ 2 月． 4 月～ 6月 ） 0．3 4

2 ，1 6 9

月 ～ 1 2 月 ）

1 ，3 8 5

月 ～ 1 2 月 ）

1 ，9 2 8

月 ～ 1 2 月 ）
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黄2　　判定最器の設置経過

モ＝、、
＼ ミ 預耀橙

’＼ ＼

イ オ ウ

酸 化 物

‖よ 浮速粒子状

物　 質
オキシダント

測定地点　　 年度、、 】 l
4 4 ！4 5 臣4 6 4　7 4　4 4　5 4　6 4　7 4 4 I4 5 　 ‡．4 6　 4 7

川　 口　 市■　‥役　　所 ○ C）旧 〔〕 〔）査　問
q

川　 口　 保　 健　 所 ○ T o （⊃ 〔） ⊂プ Lj †〔） ○ ○
u
⊂） 〔）

鳩　ヶ　谷　市　役　所 ○ 皿 い ⊂） 〔〕 団 ⊂） ⊂）
‖

蕨　　 市　　 役　　 所 ⊂） ⑭ 〔〕 ㊦ 妻

皐　 郡　 保　 健　 所 ⊂） ㊧ 団 ㊤ l

草　 加　 市　 役　 所 〔） 0 〔） ⊂） ⊂） ⊂）1 0

衛生研究所 （大富） C〉 閉
q
○ 団

所　 沢　 保＝　・匪　 所 （〕 ⊂） 〔）笹 〔〕 ○ 0 ○ 塁○ L）

越　 谷　 保　 鮭　 所 U 〔〕 L 」 ⊂） ⊂） （」 〔〕　 （1

上　 尾　 市　 役　 所 （〕
T 訂
〔ノ） 0 〔プ 団 い　 〔J

甲央床健所 （滑和） ⊂） 団 〔）匝

滞　 和　 市　 役　 所 巨○ ＊○ 1 ＊⊂）

県　 庁　 （　槽 和 ） 臼

公害センター（海和）
H ○ ⊂） （⊃ ○ 山

公言センタ【（大宮）⊥ ⊂） 団
u
U 岡

大　 官　 市　 役　 所 〔） ○ 〔） し）

和　 光　 市　 役　 所 　 山○ （⊃ 　 u⊂） ⊂） 〔） ⊂J ⊂〕 ⊂） 〔）

八　 潮　 市　 役　 所 （つ 「） （二） ⊂〕 〔） 〔）

三　 筋　 市　 役　 所 ○ （リ ⊂J C ） 〔二）lい

八木積デパート（芦巨谷） 団 〔つ ○ 〔〕

戸 田 ・弄 保 健 所

秩 父 市 役 所

⊂） （つ （⊃ ○ 豪

i

○ ○ ○

大気 汚　染 測 定　亭 ○ ⊂） ⊂）　n ○ 〔ニプ ⊂J

春　日　部　市　役　所 ⊂J （、） U

入　 間　 市　 役　 所 〔一） （〕 ⊂J

L生 づし一旦＿」竪＿竺 」⊥ （〕 し） ⊂） 団

1

■

．

　

．

、

∴

■

．

．

・

＝

　

【



㊤　廃　止

※　簡和市役所が設置

窒素酸化物 全炭化水素 ー劉ヒ炭素 量　　董
　　 ‖　　n
風向風速

u　　 H

温度湿度 日射量紫外線

〔司 46岳47
44 i45 46篭47 44

u
45 4t与47 14

45蔓46
47
44竃45 H‡46j47 44

4可46
47

l
！

璽

葦

！
！ n

‖　川

⊂）○団 ○ ⊂）⊂） 〔つ∃〔〕団 い ⊂）○ ○
n
l
ロ
q ‖ ○ ○

H

⊂）

＝

圭○圭0 1

nH！u
l
l ○ i

l
1
l

引
⊂）○ ⊂） ⊂）0 ○ 」⊂）（「〕 卜）〔）

口
○ （〕〔）

国 l
叫可

（、）
u
蓼
】○

I

⊂）
n
〔〕〔〕

四

10

（）

⊂〉 匡）0 （）○

⊂〕 l

T ‾‾ （⊃ ！○ ○ ⊂〕囲 〔〕 】‾TH
u‖
t

l （⊃ O i〔〕団
1 ○

〔〕C）〔）⊂）
担 1

⊂）○ ⊂〕
M
（」

u
n 面

t

○

○

〔〕

い

C〉
】

l t

】○

‡○

！○

⊂）

⊂）

○ 〔〕〔） ○ （」 ⊂）〔〕

（）（⊃ ○ （〕（1
山 ○ ⊂）⊂）

H
　u
○ ⊂） l

】

（⊃○ ⊂）
u

0　0 ○ 〔〕⊂）C ○ 0 10 〔〕〔〕 ○ 0 ⊂）
n

○ （J ○ C〉 ○ ⊂） ○ ○ ⊂）⊂）

国 ○ （〕n
団 ⊂J ⊂） ⊂1

圃 し〕
⊥＿

口
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蓑5－（1）いおう密化物の経口別平均額と偏差（季節別）

測定地点　　川口保健所

＼ 項　 目　 皇
日

　 n

月 i

　 n　u

火 l 水

岬 ‾「　木 ‡ 金 竜
土

春 ［

‡

「

i

‡ 夏 i

‡
n
t

平　 均　 値 】
2 ．1 3．2

2 1 壬

　 ‖
3 ．2 二．3 3、0 2．9 2 ．5

標 準 僻　 差 0．9 1．と 乙 0
　 ‖
2．0

賓
1．4

2 3幾 何 平　 均 1．9
「 ・R

2 8 2 ．9 2．6

蔑 何 睦 車 怯 差
‾ 1 ㌃ 「 ▼‾気

L 5 1．5
‾‾‾‾て 三 】

2 9 9

」 5 圭

3 し）2

2 ．1

1．1

3 1 2

ユ．9

雷 芸 －
3 1 2

1．8

3 3 6 l 3 1 2

‾ ‾ 「 ‾‾

ヱ ト 2 －1

S i 2

2 U 2 4

在　 韓　 偏 差 2 ノ1 璧 1・∈」　 2 2 二 1
　 T

2 8 1 仁 1．5

幾 何 平　 均 1＿3　　　　 1 ≡　　　　 1 （ミ 1．6

1 ．7

1．已 1 8 1．5

1 ▲7 1．5
T　 1 7

薙 何 暁 宰 晦 差 1 8 i 7　 1＿7　n

＿脚 ＿⊥

サ ン プ ル 数
　 ‖
2 4 0 2 4 0　　　 2 6 5 2 6 9 2 8 1 2 5 5 2 4 0

平　 均　 値 1．4
】

1．5 ； 1 7 i．7 l，6 2 1
T 【 ‾　1．7

l

u
き

； 秋

j芸　 草　 魚　 差 1．5 1 1　　　　 1 2 l ．1 0 9 1 ご 1．1

簸：何　 平　 均 1．1 l 」弓　　　 1．5 1 5 1．′； 　 1 ．已
q

1．5

主逢何 奴 準 頗 差

サ ン プ ル 数

1．7 　 1．5　 1．5
l　 】

1 ．4 1 ．3
一‾‾‾司

1 ．5

3 1 2
3 1 2 ‡ 3 1 2

3 し〉8 2 8 § 3 1 2 3 0 9

冬

平　 均　 値 2．2
1 1 ．9

1．9 2 1 2 3 2 7 2 7

蔭 準　 偏　 差 1 4

l l ・8

〕．3 1．9 1 9 2 ．（1

1 ．8

1．9 1．7

嘉　 何　 平　 均 1．5 1．4
n　 1．丁

2 ．3 2 ．3

　　　 ‾‾T
幾 何 覆 車 偏 差 1、6 1．6 l．8

u　 1 ．7 L う・；
1．7 L ヒ

サ ン プ ル 数 乙 4 8 2 5 3 2 5 6 2 G 4 2 7 9 2 6 4

年

平 均 値

提 準 偏 差

幾 何 平 均

1、S

1 ．b

1．4

2．0

篭 1・7

2．1 2 ．3 2 ．1

1．9

1．8

2 ．3 2．2

1 ．8
】 1．9

1．8 1＿6

1．7 1．7 1．9 2 0 1．8

幾 何 僚 準 偏 差 1．7 1 6 1．7 1、6 1 ．6 1＿6 1．6　矧

1，1 0 1

＿」 ＿J

サ ン プ ル 奴 1，0 8 8 1，0 9 3 】 1 ・1 0 3 1，1 0 3 1．1 1 7 1 ．1 2 6

霧魯まサンカし数幽嘩覿
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一号

蓑5－（2）

測定地点　　戸田・蕨保健所

童＼ 」 項　 目
日
‖
∃　 月 火 承 木 金 土

事　　 平　 均　 値
3．4 4 ．2 1 3 9

い 6 ・3
3 ．9 7．5 】　 5・1

標　 準 偏　 差 1．4 2 ．5 2 ．2 6 ．4 2 ．6 6 ．8
‖　 2 4

H

春　 摩 何 平 均 3．2 　 3 ．6
u

3 ．5 4 ．7 3 ．3
‖　 5．5 H　 4 ．8

　 6
※ 1幾 何 標 準 偏 差 1 ．3 1 ．6

l
】5 1 ．9 1 ．6 2 ．1 1 ．4

ド ン プ ル 数 4 4 8
日
壬　 6 1 4 8 4 8 4 8 4 8 4 8

u
，平　 均　 値 5．4 5 ．9 5 2

1 4 ・9
5 ．3 　 5 ，0
口

5 ．2

‡

夏 l

忘 羞 盲

3 ．8
l　 3 9

3 ．1 2 ．9 3 1 2 ．5
n　 2 ．6

蔑 何　 平　 均 4 ．7
‖　 5 ．1 l　　Hち　 4 ．6

4 4

1 ．5

2 8 7

4 7 4 、6 4 ．8

窺 何 漂 準 偏 差

サ ン プ ル 改

l l ．6

， 2 8 1

董

‡ 2 喜▲≡ ‡

1 ．5

3 0 5
q

－ 2 ≡ ； 1．4 1 4

2 9 0 3 1 0

秋

平　 均　 値
n　 2 ．9

3 ．7 3 ．8 3 ．7

‡ 2 ・0

3 ．8 4 ．8 3 8

標　 準 偏　 差 2 7 2 ．6 2 ．3 2 ．6 5 ．2 3 、1

幾 何 平 均
ー　 竺 ⊥

3 ．1 3 4 3 ．3 3 ．3
両　 3 ．7

3 1

座 攣 堅 差
1．7 1 ．6 1 ．6 1 ．4 ］．6

」 」 L
1 ．7

サ ン プ ル 数 2 8 9 2 8 2 2 7 7 2 7 6 2 7 9 2 8 0 3 U O

冬

平　 均　 値 3 8 4 ・5 1 4 ．9 5 ．5 5 ．8 7 ．3

4 7

5 3

2 8標 準 偏　 差
竺 ⊥

2 ．9 3 ．0 2 ．9 4 ．1

幾 何　 平　 均 2 ．4
n　 3 ．1

3 ．4 3 ．3 3 ．3 3 ．7 3 1

環 何 謀 寧 偏 差 1．4 1 ．5 1 ．5 1 ．5 1 ．6 1 ．6 1 ．5

サ ン プ ル 数
2 3 4 」

“ 2 3 4 2 1 7 2 3 6 2 3 4 2 3 0 2 ：1 6

年

平　 均　 値 3 ▲8 4 ．5 4 ．4 4 ．6 4 ．7 5 ，5 4 ．6

旗　 準　 偏　 差 3．0 3 ．3
！ 2 ・8

1 3 ▲8

3 ．1 3 ．3 4 ．5 2 ．8

幾 何　 平　 均 3 2 3 ．7 4 ．0 　 4 1

‖
1 ．6

4 5 4 ．1

幾 何 標 準 偏 差 1．6 1 ．7 1 ．6 1 ．6 1 ．7 1 ．6

サ ン プ ル 致 9 2 4 9 3 6 9 1 7 9 1 8 9 1 8 9 1 5
」 ヱ 竺 ＿ f

「・

ヽ
■
．
∫
8
▼
マ
ー
＝
l

・
ぺ
弓
三
・
り
．
■
1
－
ノ

．
」
J
り
1
1
．
・
－
…
j
手
－
1
封
，
1
中
小
右
†
十
・
■
・
。
L
」
一
1
芦
「
り
J
バ
〓
r

j
㍉
ぃ
り
〓
一
再
封
」
当
日
「
如
何
狛
軒
訂

・
、
㌧
J
‖
一
㌻
＝
J
【
】
l
㌧
；
ゾ
：
㌻
↓
ケ
↓
F
訂
「
二
l
L
－
∵
封
H
′
l
I
、

卜
．
、
・
㌔
r
・
・
▲
ト
ト
．
・
ト
℃
一
り
1
ト
ト



表5－（3）

測定地点　　鳩ヶ谷市役所

u 　　　 山
項　 目 日

　 山

月 火 水 l
木 毒

金 土

春

岳

平　 均　 値
聖 」 2．7 l

1 6

3 ．1 2 ，9 2 5 2 3 乙 0

標 準 偏　 差 0 ．8 2 1
　 ‖
1，9 1 b 1 ．1 0 ．8

妄 ‾盲 ‾㌻ 盲 丁

幾 何 療 準 偏 差

サ ン プ ル 数

2．0 2 ．4 2 ．6 2 、5 2 2 2 ．1 1 ．9

1 ．3 1 ．5 1 ．6 1 ．5 1 ．5 1 ．4 1 ．3

l
2 7 4 ⊥ 2 6 2 2 7 R 2 7 3 2 8 3

2 聖 ＿」
2 9 9

夏

平　 均　 値 1．8 ］．8 ユ．7
l 2 ・O l

l l ・5 1

1 ．8

1 ．0

2 Ⅰ ‡

2 ．1

廃 車 重 【

幾 何 平 均

り．8

1．6

1 1 1 ．2 1 ．2 1 ．2

1 ．6 1 ．5
i l ・7

1 ．5

1 ．b 1 ．9 1 ．9

窺 何 凛 率 偏 差 I 1．4 1 ．5

1 7 5

1 ．6 1 ．5 1 ．5 1 ．4

サ ン プ ル 数 1 9 8 2 0 7 2 2 8 2 4 5 2 5 4 2 6 S

敲

平　 均　 値 1．8 1 ．8 1 ．4 1 ．5 1 ．5 2 ．∠1 1 ．7

旗 ∴ 準　 ′扁 差
1　 2 2

1 ．9 0 ，9 1 ．3 1 ．2 2 4 1 ，4

幾 何　 平　 均 1．3

】，8

2 8 7

1 ．3

1 ．7

2 4 4

1 ．2 1 ．3 1 ．3 1 ．8 1 、4

1 ．ヒ幾 何 標 準 梅 差

サ ン プ ル 数

1．5

2 5 3

1 ．4 1 ．5 1 7

2 3 8 3 0 1 2 9 9 2 9 5

冬

平　 均　 数 1．0 1 ．2
1 ・竺⊥

0 6

1 ．4

0 ．7

1 ＿3

1 ．2 1 ．5 1 ．3

療 準 偏 差

幾 何 鶴 差

0 ．6 1 ．0 0 ．7 1 ．0 0 ．7

0 ．9 1 ．0 1 ．1 1 ．1 1 ．4 1 ．2

幾 何 標 準 転 差

サ ン プ ル 故

1 4 1 ．5 1 ．3 1 ．3 ］、4 1 ．皇 1．3

2 7 8 2 2 9 2 4 9 2 2 6 2 「主4 2 6 3 2 7 3

年

l－・．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．・・・－

平　 均　 鹿 1 ．5 1 7 1 ．6 ヱ．9

1 ．6

1 ．6

1 ．7

1 ．3

1 ．9 1 6

鉄 拳　 偏　 差 1．4 1 ．5 1 ．3 1 ．6

1 6

1 ．1

1 ．4番 付 偏　 差 1．2 j ．4 1 ．4 1 ．4

鮎 河 舘 挙 磁 差 1．6 1 ．6 1 ．5 1 ．5 　 1．5
H

1 ．6 1 ．5

平　 均　 値 1 ．0 0 7 8 6 9 9 4 8 1 ，O t）0 1 ．1 0 6 1 ，1 4 1 1 ．1 3 3

ー253－

」



黄5－（4）

柳窪地点　　海和（中央保障所）

使
、＼　田

＼

’ 項　 目　 ぎ　 日 n
i 月 火 l 水

u
董　 木

n
l 金 土

平 均 値 「1 2

標 準 偏 差 圭 1．。

】 2 ，6

1 ．7

2 ．6

1 ．6

3．0 2 ．6 3 2
日
t　 2．5

i　 乙 1 1＿7
！ 3 ，4

1 1 ．8

春 幾 何 平 均 i l．9

「紬 紬 違 ぃ ．6

2 2

1．7

2 3 】　 2 ・6 2 2

H　 乙5

2 2
‾宕 丁

1 ．8 1．7 1．8 1．5

サ ン プ ル 数 ． 2 日5 2 7 1 2 3 3
ロ 亘

2 8 8 2 8 b 2 8 2

夏

平 」 L ぜ ⊥ 」 ・7

空 空 旦 む ［ 互

2 9

2 ．0

2 6丁
2 9 2 8 2 ．9 3．1

憂 2 ・0

2 2

1 ．9

‡ 2 5

1．ら 1．8
ぎ 1・9

栽 何　 平　 均 2 ．3 2 5 2 ．5 2 ．6 2 、8

或 何 磨 準 僻差 1．5 1．6 1 ．6

3 2 3

1，5

2 8 8

1．5 l l・5 1．5

サ ン プ ル 数 2 7 8 2 9 0
T ‾う‾8 0

2 6 1
配　 2 7 ∠1

秋

‖

平　 均　 値
2・0 丁

2 ．3 1．9 l．6 2 ．2 一道
！　 2 ．0

＿竺 ヱ 旦 旦 ＿L 」 二L ！ 1．5
1．0 1．0 1．3 1 1

幾 何 平 均 蓼 1．7

党 議忘諒 忘言 T J．！≡

2．（j
ト ヨ

1 ．5 2 0 2 5 1．8

1．5 1 ′1 i．5 1．6 1，Ji

サ ン プ ル 重文　　 2 4 0 2 1 5
2 ∈j ニ ！

‾‾‾㌫ ‾「

1 8 9

2 6

2 3 2 2 4 9 2 4 0

冬

ほ

平 均 値 j l ・4

転 嘩り 扁 差 ！ 0 ．6

宕 「

＝ 亘 ‾†

‡ 1・8

2 ．3 2 ．8 1 9

【 「 ・言Ⅰ

2 ノ主

て・5 】

1．5　 u 1．7 2 4 1．0

蓋 萄
2．3 2 U 2 ．3 1．7

1．5 1．5

2 4 7

1・6 】
T 【 1 ．6

1 4

サ ン プ ル 数
　　 ‖
2 2 4 2 3 6 2 2 1

て 言 て
2 5 U 2 5 4

年

平　 均　 値 1．9 2，5 2 5
二 〕 二 l

l．8

2 ．5
L一 三 ．≡ ぎ

2 ．5

運

恕 準 偏 差

菜 何 平 均

L 3 1 8 1 ．7 1・し 憂

2．21 ・7 l 2 1 2 ．2 2 ．4

幾何覆 車 偏 差 1，5　 H l．6 1．5 1．5 1．5 1．6 1 ．5

サ ン プ ル 数 1，1 0 4 9 8 8 9 5 7　 ロ 9 9 4 1．0 5 9 1，0 7 5 1，0 5 0

452



衷5－（5）

測定地点　　大宮（旧公害センター）

項　　目

平　均　値

療準扇　差

竃何　平　均

幾何雇率偏差

サンプル数

平　均　値

1裏革　偏　差

幾　何　平　均

2・1l2・6

・・、二二
27　蔓

ろ崇ユ亭　扁　芸 1．4 0．9 0．6 10 1．1 1．1 1U

戎　伺　平：由 i．7
丁一1 ．5 1．3 i

1．6　口i．6 1．7 1．て

鎗何幹事偏差
「「て
1∠t 1．3 1．4

1、5 ！1．5
四

サンプル教！2。5 　 ‖
193 170 217 19た」」7ジ

H
19り

平÷ 計 ÷
26 3＿0 2．6 28 3．4 31

京盲有言「‾【13
20 1．8 1．巳　22

H
2，7 1．5

　　　　 山
蔑何平均　　 2．2

十 ㌻
2．7 23 　2．3
M
2，8」一2t8

幾何慮準偏差 1．4

て㌻1l‾1・6丁‾「
1．6 17

互］

サンプル数 2〔フ4
2・64」
264
240 l 263 i 282

2！12

平　均　値 2．3 2．4
r ▼‾　24
2．5
⊥＿互工互「

2＿6

標　準　品　喜 1，7 2．1 2．0 1．7 1．〇 2．1 15

哉　南　平　均 1．9 20 2．（J 2．1

l ウウ丁‾‥
2．2

幾何楔皐偏差
l l．6
17 1．7 1 1・6 1．6 1．7 1．5

サンプル敷 841 830 ぎ97 855
音925
894 861 l

39 60 l 72 l ∈5

3．1
　 u

3，1 3．1 3．i

‾‾盲㌻1

2．4
　 ■
2・7 l

1．9 19

2－7 2．1う

1．8 1．6 1．5 1．6

250 242
‾1 9㌃「
284

L4 18 」ヱL L 19

0．6 10 1．1 1．1

1．3
∃ 1・6
　1．6
口

1．7

－255－

戸「▼▼‾‾■



蓑5一（6）

測定地点　　上昇前役所

＼ ＼ 、」 項　 目　 一　 日
月 火

l　 水 ‡ 木
金

　 面

土

平　 均　 値　　 1．6 2 ．2 2 ．0 2 2 1．9 2 6 1．9

1＿0
昏 準 偏 差　　 0 ．9 郡

1，1 1．4 1．2 2 ．6

春　 幾 何 竺 竺 ⊥ 1・4
1 9 1．9 1 7 2 ．0 1 ．7

幾 何 標 準 根 差　　 1．5 1 ．6
」＿ ＿空

i 2 8 6

1．5

2 6 6

1．5 1 7 1．4

l サ ン プ ル 数 【 2 8 8
3 C 6 2 7 0 2 7 9 2 8 7

2 ▲0

⊥ 2 ▼3 蓼 2 ．3　 2 ・3

‡ 2・1 1 ・7

2 ．4

1．7

∃ 2 ・4

i l．5

2 5

1，6 l ．6 1．4

「 1 ・6
1 ．9 1．8 1．9 2 ．1 2．1 2 2

口

幾 何 標 準 偏 差 1 7 1．7 1．8 1．6 1 5 1．6 1 5

サ ン プ ル 数 3 1 U 2 E b 3 2 4

H　 2 8 7
2 8 6 3 〔1 3 3 0 8

秋

平　 均　 値 1 ．7 2 ．1
＿＿」 8 i 2 ・1

2 ．5 2 ．6 2 ．1

標 準 偏 差

蔑 何 平 均

1．4 1．9
一宇 二 ；‡…

2．3 2．2 1．8

1．4 1．7 2 ．1 2．し） 1 7

窺 何 標 率 偏 差

サ ン プ ル 数

1 ・7　 事
l l．6 1■5 r l・5

1．6 1．8
1・7 ！

　 H
2 5 7 2 5 3 2 5 9 2 8 1 2 9 9 3 0 5

2 9 2 i

冬

平 均 値

標 準 偏 差

幾 何 平 均

幾 何 転 準 偏 差

1．6 2 8 3 ．1 3．2 3 ．0 2 9 2 ．4

0．8

1．5

2 ．5 2 ．7 2 ．8 2 6 1 ．9 1．7

2 3 2 ．6 2 ／7 2 5 2 6 2 1

1．3 1．7 i．6 1．6 　 1．6
H

1 ．5 1．5

⊥ ヱ ノ ブ ル 数 1 4 4 1 3 9 1 4 3 1 4 4 1 4 5 1 5 7 1 4 4

年

l

平　 均　 値 1．8 2．4

1．9

2 ．3 2＿4 2 5 2．7 2 ．3

標 準 偏　 差 1．3 1 8 1，9 2 ．0 2 ．1 1 ．5

遥　 何　 平　 均 1．5 2 ．0 1 ．9 2 ．1 乙 l 2 ．2 1．9

煮 何 梗 奉 偏 差 1 「 ・6
1．6 1．6 1．6 1．6 1、7 1．6

サ ン プ ル 数 9 2 7 8 9 3 9 2 6 9 0 9 9 4 1 9 9 5
」 山



蓑5－（7）

測定地点　　草加市役所

項　 目　 t 日 月 火

平　 均　 値 ‡
4 ．3 5 1 5 ．5

標 準　 偏　 差 2 ．2 2．1 3．1

幾　 何　 平　 均 4 0 4 ，8 4 ．9

蔑 何 標 準 施 差 1．4 1．4 1．6

サ ン プ ル 数 2 5 2

3 3

2 6 3 2 4 0

平　 均　 値 4 ，5 　 3 ．9
H

漂 準　 偏　 差 二 l 2 ．8 2 ．5

蔑　 何　 平　 均 2 ．7 3 7 3 ．4夏 蔑　 何　 平　 均
… 【‾、完 了汀

3 7 3 ．4
3 ・5 毒

3 ．6
　 ‖　‖
3 6 3．2

1．8幾 何 蔭 車 偏 差 1 ．7 1 7
＿竺 ⊥

1．7 1．7 1．6

サ ン プ ル 薮 3 0 9

4 8

3 1 2 3 3 0 3 1 2
ヱ 竺 Ⅰ

6 ．0

3 】」t 3 1 0

l

故

平　 均　 値 5 8 6 5
7 3 璽

6 ．1

5 ．4

6 、7 5 5

」【 ▼＿＿

襟 皐 偏 差

簸 何 平 均

竺 L
4 ，4 4 ．6

∃

4 ．6

5 ．7 ！
4 ．8

3，8 4 ．6 5＿2 4 9 4 ．1

幾 何 鼓こ準 備 差

サ ン プ ル 故

1－8 1 ，9 1 ．9

2 8 8

乙 0 1，9　勾 2 ．1 2 0

3 1 2 l 3 （）5 2 8 1 2 7 3 3 0 8 3 0 3

冬

平 均 値

標 準 偏 差

2 9 4 ．1 5＿2 5 ．6 5．7 【　 5 7
芯　 4 ．6

3 ．3 2．9 2 8 3 ．1

4 9

1 6

3 ．6

4．9

4 ．0 3 ．4

l‾】】 ‾
幾 何 平 均 2 4 3 ，4

1．7

2 8 5

4 ．5

1．6

4．8 3．7

1 ．8蓮 何 標 準 偏 差 1 6 1．7 1．7

サ ン プ ル 教 2 5 4 3 0 5 3 0 3 3 1 2
L 2 9 7

2 7 3

年

平　 均　 値 4 ，0 4 ．9

3．3

5．3 ． 5 8 5 ．3 5．5 4 ．6

標　 準 偏　 差 3 ．4 3．4 L 三 3 8
l 4 1　4 ．5

3 ．6

3 7幾 何 平　 均 3 2 4．1

1．7

＿ 」 5 ‡ ‘主・8

1 ．7 1．7

‾ ‾1 ㌃ 「

1 ．7

1，2 2 5

1 ．8 1．8幾 何 標 準 偏 差

サ ン プ ル 数

1．7

l l ・1 4 7 1 ，2 0 3 1 ，2 1 1 巨 2 0 5 1 ，2 ヰ9 1，1 8 1
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蓑5」8）

測宅地点　　八潮市役所

項　　 目 日 月 火 水
“　 木

金 土

春

平　 均　 値 1．6 2 ．1 2 －5 i ．9 1 ．7 2 1 1 ．7

標 準 偏 差

茂 何 平 均

1．2 1 ．2 1 ．6 1 5 j ．2 1 ．3

」二 互

1．4　　　 1 ．9 2 ．2 1 ．6 1 ．5 1 ．9 1 ．6

幾 何 標 串 仮 差 1．4 1 ．5 i ．5 1 ．5 1 ．5 1 ．5 1 ．3

サ ン プ ル 数 2 1 3 2 3 6 2 ∠1 0 2 3 7 2 3 9 1 2 2 8 2 1 7

夏

ーー 1

n
平　 均　 値

J 2 ．3

1 丁 十

2 7 2 ∠主
L 」 一3・2

2 9 3 ．j 3 2

露 草 偏 差

幾 何 平 均

1．8
＿1．b

2 ！

1．5

こ 丁

1 5 1 ，6 1 5

2 ，1 2 4 1 2 ・6

】 1 ．7

十 －　 乙 6

乙 8 3 0

盤 内 旗 皐 賦 差 1，4 1 ．6 1 ．5

憂 1．5

1 6 弓

1．4

サ ン プ ル 哀史 1 4 4 ⊥ 竺 L 」 1 8 1 1 6 0

L 聖 ⊥

1 4 6

秋

平 均 値

繰 準 府 差

幾 何 平 均

l ．5

1 ．L）

1，G
上 寸

1．6

f i ．U

］．5
⊥ 2 ・1

1 8

0 ．9 ∩．8

n

1 ．7
n　 1 4

1 4T i ．5
1 4 王5　 － 1．号 1．（、 1 b

幾 何 ′鹿 準 偏 差 1■4　　　 1．4　　　 1．3
1 ．‡丁

1 3 1 ．3 ユ．4

⊥ 竺 プ ル 数　 2 8 8 」 ヱ 0 3　 3 。5 T 3 。6

2 ‡j 6

　 u

3 1 2 3 し）0

n

冬

！

u

平　 均　 値　 1・b　　 j．8　　 1∴）　 1、8
1 ．7 2 ．1 i ，S

接　 客　 偏 差　　 〔．8　　　 0 ．9
1 ．0　　　　 1 2 1 U 1 3 P ．7

蔑 何 平 均　 l．5　 1．6

＿一＿【＿ ＿＿＿＿ ＿ － ＿ 」 」 ＿▼＿＿

1．7 1 ．6 ユ．6 1 ．q 1 ．7

穀 何 塩 草 偏 差 1■3 芽 1．4　　　　　u
1．4

2 9 2

1 ．5 1 4 1 4 1 3

サ ン 三 三 竺 ＿し 3 1 2　 3 1 0
2 6 4 2 7 5 2 8 6　 － 2 C 9

n
ぎ
平 均 忘 「 て ㌻ T ¶ ‾‾－　　1．9

標 準 偏 差 1．0 1 ．2

】9
¶【‾‾‾㌫ ‾▼丁

1 ．8 2 ＿2 2 0

1 ．2

1 ．7

1 ．6 1 ．2 1 ．5 1 ．2

在

l

幾 何 平 均 1．5

幾 何 辟 準 偏 差 1．4

】．7 1．8 1 ．6 2 ．0 1 8

1 ．4 1 ．4 1 ．5 1 ．（1 1 ．5 1．4

サ ン プ ル 数　　 9 5 7 9 6 7 童 9 7 9
9 9 7　　ロ 9 9 3 1 ，0 1 8 9 6 2　 当



表5－191

測定地点　　三郷宙役所

∵
項　 目 日

「

月

　 H

火

ー ‾「　水 星‾ 言 ‾1

金 土

平　 均　 値 1．4 1 ．8 2 1 1．8 1 9 2 ．2 1．5

春

昏　 準　 偏　 差 1，2 1 ．1
　「 1 ．巨

1 5

1ノ5

「 ；、喜 岳
　 2 1

⊥－ ！ヱ

ト ≡

幾　 何　 平　 均 1．3 1．6 1．8

幾 何 度車 偏 差 1、4　 u 1．4 1．5
　 ‖
1．5 ‡　n 1．5 1 ．6 1 、3

2 6 2サ ン プ ル 数 2 6 3 2 8 5 2 8 6
2 4 旦⊥

2 6 5 2 5 5

夏

平 均 値

標 準 偏 差

簸 何 平 均

2 4

1 8

2 ．9 2 ．4 2 ・b － 2 6 2 ．7 2 8

1．8
1盲 丁

2 ．3
T て ；

1．7 1 ．8

2 ．0 2 5 2 ．0 2 ．1 2．2

1 ．6

乙4 2 4

幾 何 牒 ヰ 偏 崇 1 ．6 1 ．5
L l・6 1．6 ！

1．5 1．6

サ ン プ ル 数 ニi 1 2 3 （〉8
‾ 言 ㌻ 「 3 0 7 篭

3 （j 3 3 0 7 ：司り7

l

l

秋

≒

冬

平　 均　 値 1 3 1．2 1．2 1 1 1．1 1．4

】：亘 l

1 ワ

1∴1

」 ご

軽 率　 庵　 差 0．7 n ．5
0・8 毒

0」ミ　u O Jう 0．9

一＿＿＿＿＿．＿＿．＿．＿．．＿＿＿＿，．＿．，．，＿ ．▼，一 ＿＿．＿L
ま 何 平 均 1 ．≡ 1．1 1．1

1 3

1．O l
1．1

『 ニ

麗 句牧 草 海差
肝‾宕 「 ▲「 三

1 ．1 1 2

㌻ ㌻ ㌻ 議 ㌃ 「

－－【〟 十
平 均 警 ＋

二 斗 二 ≡
1 6 7 1 9 0

1．4

2 0 5 2 1 6 1 8 7

1．5 1、4
「 「

l．7

巌　 車　 幅　 差 毒　 0 ・了 0 6

1 ．2

0．8 0 ．6 0 、6 l．8 0．9

発　 何　 平　 均
「 芯

L 4 1．3
篭 1，3

1．3

1．5 1．5

幾 何棲 準 偏差 1 ．3　　　 1．う 1．3 1．3 1 5 1．鐘

サ ン プ ル 教
］二 重 」

3 0 7 3 0 3
ヱ 」

3 0 9 3 0 1 3 1 （ナ

年

≡ 亘 ≡ ≡ ≡ ∃

恕 草 庵 差 1 ・3

1．9 1．9 1 ．9 1．8 王　 2 1 1，9

千 1・4
1．4 1 7 1 6 1．8 1＿ユ

菜　 何 平 均 1 ．5 1．6 l 1 6 　 1、6
n

1 5 1．7 1．6

幾 何 餞 準備 差 1．4 1．5 1 5 1．5 1．5 1．5 1．5

サ ン プ ル 数 9 S 3 9 4 7 9 6 5
竜　 9 6 6

9 8 9 9 呂6 9 7 0 ！
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「

責5一肌j

測定地点　　越谷市役所

ー＼　 司b
ぎ　 項　 目 n　 日

月 火 水 木
i 金

土

う

春

平　 均　 値 1．8 2 ／7 3 ，G 2．9 2．3 2 ．5 1．5

最 率　 偏　 差 2 ▲1 1．8 2．5 2 ．8 2．2 2 6 0 ．9

幾 何 平 均 1 ．4 2．3 2．5 2 ．3 1．8 乙0 1．4

幾 何 標 車 偏 差 1．5 1．6
」＿＿＿ ¶ ＿＿
さ 2 5 4

1．7

2 3 9

1．7 1，6 1．7 1．4

2 6 4サ ン プ ル 数 2 5 3 2 3 1 2 5 1 2 5 7

夏 幾 何　 平　 均

1．8 2 ．4 2 0 2 ．4 2 1 　　 2 ．1
‖

2．3

2．3
丁　 3 ．0

2 ．7

1．3

！ 2 ．9

i l▼6

u　 2 ．2

1．8 2．9

1 ．2 1．5 1．5 1．6 l．5

幾 何 標 準 偏 差 2 ．0 2．1 2 －1 2 ．0

3 1 2

1．9 1 ．8 2．0

サ ン プ ル 数 3 0 （） 3 0 2 3 3 5 3 0 4 3 1 0 3 1 1

秋

平　 均　 値 G，8 ．　 0．9 0．7 1．1 0 ．8 1．4 1．1

標 準　 偏 差 1．2 ユ．1 0 9 2 ．4 1．0 1．8 1 ．5

0．8栽　 何　 平　 均 0 ．5 0 ．6 0．5⊥　 0 ・6 0 ．6 1．0

幾 何 標 準 偏 差 1．7 1，6 1．b 1．8 1．7 1 ．8 1．7

サ ン プ ル 数 2 8 8　 i 3 0 3 2 9 0 2 8 0 3 0 4 3 0 1 1 2 9 4

冬

平　 均　 値 1．4 2 1 2．4 2 ，2 2 ．1

1 4

2・5 ぎ

叫 言 ‾【

2 1 i

2 0

1－5

1．7

殻 準 偏 差 0．8 1．5 1 5 1 2

蔑 何 平 均 1 ，2 1．8
　 n
2 1 1、9 1．8

蔑 何 標 準 偏 差 1．4 1．5 1．5 1．5 1．5 1 ・6 I
1・6 J

サ ン プ ル 数
上 空＿㌦ L

3 0 4 ：う1 2 3 1 2 3 1 2
⊥ ヱ 9 竺⊥ 2 8 1 ！

［

在

平　 均　 値 1．5 1 ．9 1 9 2 2 1．8 2．1 1．8

標 峯　 偏　 差 1．8 2 0 2 ．1

1．4

2 ．5 1．8 2 ．0 1 ．9

幾 何　 平　 均 1．1 1．4 1，6 1．4 1，6 1．4

幾 何 標 準 偏 差 1．7 1．8 1．8 1．9 1．7 1．7 1 ．7

1，1 9 8 fサ ン プ ル 数 1，1 8 8 1，1 9 9
1，2 1 1 I

1，2 1 2 1，2 ．5 5 1，2 4 2

∴

．

」

：

．

J

　

∴

．

、

：

・

　

　

「

　

・

　

＝

　

：

．

；

　

　

　

　

．

；

．

．

　

：

一

．

．

．

：

．

‥

．

．

‘

．

．

．

．

．

．

．

粁
㌍
ト
．
㌧
．
．
‥
．
、
、
、
　
　
　
：

】

一

ノ

】

2

・

【

貞

一

ー

　

ー

　

5

t

－

－

・

1

－

■

1

－

1

▼

－

J

一

・

■

一

・

■

－

－

1

－

1

～

1

－

1

1

■

「

　

　

－



苛
‥
男
㌔
∵
ヨ
ち
司
J
ミ
▲
∴
　
t
㌧
、
こ
■
■
　
　
軍
、
．
一
■
　
■
－
、
一
ふ
」
－
■
・
■
・
・
‥
さ
Ⅷ
長
さ
．
1
　
∴
l
　
毒
1
　
．
　
　
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
・

衰5一任ユ）

削定地点　　和光市役所

＼ H
一　 項　 目 日 ‡　 ‖

月 火
水　 j
l 木 金

u
l 土

春

平　 均　 値 2．8
　 “
3．∠1 3．7 3 】 3 ．1 3 ，2 3▲（）

投 車 幅 差

幾 何 平 均

2 ．0 1．5 2 ．2

3．3

1 1．3

n　 2 9
1 ．∈ 2．1 1．4

2 5 3 2 2 ．2 2．ぐ ？．8

浅 何 度 準 偏 差

サ ン プ ル 数

1．5

2 G 9

1．G 1．5 1．5
1・5 l

2 9 3

1 5 1．5

2 6 9 2 4 8 2 8 5 ヨ 0 4 2 6 9

夏

平 均 値

漂 準 偏 差

幾 何 平 均

2 ．4 2＿5 2 ．2 Z 3 2 （〕 2 ．4 2 ．き

竺 】

2 ．2

1．6 1．4 1 3 1．9 1 4 】 6

2 2 2 ．0 2 ．1 2 3

1＿5

2 ．言 2 。2

幾 何 鹿 唾 偏 差 l
］．5 1．5 1．4 1．4 1 5 1．5

サ ン プ ル 数 2 8 3 2 8 ∈ 3 2 8 2 0 4 2 9 1 1 1 2 3 0 8

秋

平　 均　 値 1 ．3 1 6 1 ．5 1 7 1．6 1 8 1 ．3

療 †幸 備蓄 差

幾 何 平 均

1．l 1 ．4 1．1 0 （j n 9 1．3

1 6

0 ．R

1．1 1．3 1 3 1 5 1．4 1 ．2

幾 何 操 車 偏 差

サ ン プ ル 数

］．5

2 4 0

1 7

2 5 U

i l・5

】 7 4

1 4
臼　 1．5

1 5 1．4

2 8 8 1 2 7 4 1 2 5 4 ＝ 5 3

； 冬

l

l

平　 均　 値 1．2 1．－7 1 ．9 1．9 1．ミ） 2 ．4 1．白

標 準　 偏　 差 0 ．7 1 ，5 1．2 1．2 1．4 1 F 四

幾 何 平　 均 皿 1 ∴t 】．5 i．b 1．b 2 ．0 1 ．6

1．5

3 1 2

幾 何 標 準 偏 差 l ．4 1 6 1．G 1 5 1 6 1．6

サ ン プ ル 数 3 1 2 3 0 日 3 1 2 3 1 2 3 0 7 3 0 ヰ

年

L

平 均 値

操 睾 偏 差

1 ，7 2 －1 2 1 2．3

1，4

2 2 2 ．ヰ ニ 1

L 5

i 8

1．2 1．6 1，4 1．5 1 ．S

穀　 何　 平　 均 1 ．5 1，8 1．8 1．0 1 9 2 ．1

窺 何 度 準 偏 差 1．5 1 ，6 1．5 1，5 1．5 1 ．5 1 ．5

1，1 4 2サ ン プ ル 数 1，0 5 3 1刃 8 7 1，1 3 8 1－1 8 9 1，1 9 7
⊥ 竺 空 8



夢5－且功

況ど定節点　　所沢操俸所

領

＼　匹

＿．．．．＿．＿＿＿＿＿二ゝ

項　　 目 日 月
H　 火

水 木

㌻ ‾「

土

春

平 均 値

を 準 偏 差

幾 何 平 均

え 8 2 9 3 ．3 3．1 2．9 3 ．0 3 ．（j

1．4

2 ．6

1．5

1．．う 1。7 1 ．6 四 1．4 1 ，4

2．7

1．∠主

3 U 2＿8 2 8 2 7 2．7

幾 何 接 準 ′高 差

サ ン プ ル 敬

1 ．5 1．4 1．3 1．4 1．4

3 1 2 ：ミ2 7 3 0 1 3 】2 2 8 8 2 S 8 3 0 3

夏

平　 均　 値 】．7
h　 1．つ′

1 9 1．8 1．9 1．q 2 ．0

接　 車　 幅　 差
㌻ 「 「 。

」 1 U 1．∠t 0．9 0 ．9 1．0
薯 1．2

1月裁　 両　 平　 均 1．b
蔓　 i．b

1．7

1．5

1．7 1．7 1．8

幾 何′語草 偏 差

句」二／ プ ル 数

1 4

2 4 6

1 4 1．4 1 ．4 1．A 1．4

2 4 2 2 7 2 2 5 S 2 皇 3 2 4 7 2 ＿プ8

頴

平 均 値

辟 肇 個 差

1．1 1 3 1 4 ］▲6 1 5

n　 皿

1 ∈ 1，4

l．2 0 、3 （〕8

1．2

聖 」 四 0 ．9

註 何 平 均

幾 何標 準 偏 慮

「言 ㌻ テ ニこ盲

ぎ 1－1

口

1．5 ‡

1 1 ． ］5
‖

1．4 1．4

1．5

1．2

1 ＿4 1．ヰ ⊥．こ） 1＿4 1．4

2 9 1 2 9 4 3 り 3 3 1 0 3 1 2 1 1 1 3 1 2

き

久

平　 均　 値 2 〔1 1、9 2 1 2 3

〔．8

2 ノ壬

司

2．7 2 6

喪　 車　 偏 差 1＿．0 0 8 皿
　 ‖
1．8 1．5

＃三 何　 平　 均 1 ．r， 】．8 2 ．0
2 ．2 ぎ

1 ．3

こ1 1 2

2．1 ！

1 4

2 4

1．5

2＿4

幾 何 標 準 侮 差 1．4

3 】2

l．3

3 1 0

1．4 1，4

サ ン プ ル 数 3 1 1 3 j O 3 】2 3 1 2

‾‾‾「

年

平　 均　 値 2 0
㌍ ‾‾

2 2

T ‾‾宕 ‾

2 2

1．3

2 ．0

2 4 2 2

掠 準　 偏　 差 1．3 1．4 1 ．4 1．5 1．4

幾 何　 平　 均 1 7　円 1 ．8 1．9 2 1 2 ．1 2．（〕

幾 何 標 準 偏 差 1＿5 1．5 1．5 1．5 1．5 1 5 1，5

サ ン プ ル 数 1 ，0 8 9 1，0 9 2 1，1 1 0 1，1 ′1 1 1 1・1 1 7 f 1，1 0 9 1，1 0 8

■■　「



蓑6　　大気中の浮遊粒子状物質測定結果（昭和46年度）

琶 計 測定言＼ ＼ ＼ l　項 目 年 間 を 義！じて　 】 備　 考 l

値 （m招 ）！

貫高倦（噂 ノ／屈 ） 測 定 時 間 数

1 時 間俵 毒日平均値 （掛売期間 ）

ロ 大 宮 市　 公 害 セ ン タ　ー 0．0 5

　 u

∩．8 6 毒 0・3 9
　 6、8 1 7
（4 6毎 5月～4 7年3 月）

2 川　口　市 川　 口　呆 饉 所 （0．1 】）

1

0，9 9
∩．5 7

　 4，0 4 8

巨t 6年 9 月～4 7年 3月）

3 戸　 田　市 戸 出 ・赤裸嬉所 （0，0 5 ） 0．9 1　 1 0．4 4
　 3，3 （1 3
（4 5牢 5月～ヰ7年 3月）

　　　　　 ‡

4 ＝所 沢 市 一所 沢 尿 鮭 所 （0．0 5 ） 〔4 9　 u 〔13 5
　 も 0 8 4
（4 6年 9月～4 7年 3月）

5 熊 谷 市 八大摘 デパー ト （0．〔12 ）

【 T

。2 1 ト ）13
6 5 2
（4 7年 3 日）

0 草 加 市 草 加 市 役 所 （什U 8 ） 0．9 2 ∩．4 巨

3】8 。 1 ‡

い拍年1 0月～4 7年 3月）

′い 1 ト 1
ト用㌫ 1U月～i 7年 3月）

7 7轄ケ谷市 梅 ヶ 谷 市 役 所 （0 （15 ）
。9 7 ！ 。＿阜2

⊥

8 0．0 9 （〕．7 9 rl＿4 7
　 7，6 3 7
（4 6年 4月～4 7年 3月）

秤 努 市 和 光 市 役 所

凹

9 八 潮 市 役 所 q、0 2
J，2 7 6

ト＝掩三 4月～4 7年 3月）
八 潮 市

0・2 4 巨 3

ロ

声 司 三 筋 誌 ㌃ ‾　口

u

　 7 7 9 7
（4 6左E 4 Jト 4 7年 3 月）

上汁秩 父 訂 忘 ； 市 役 所

0．1 2 1＿3 9 0．5 3
　 5，5 9 1
（4 韓 4月～4 7年 3月）l

（　）内は測定時間威が6・00U時間未満0

－263－
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夢8－（1）　　オキシダントの短日劉平均値と偏差

測定地点　　川口保感所

項　　 目
日 丁

月
火　 王　 n

水 ‡ 木
　 n
金 土

春

平　 均　 値 （2．9 ） ト生．6 ） （3 0 ）

（2．2 ）

（2 2 ）

（4 6 ）

（4 1（」

」 3 ・2 ）

（2 3 ）

（5．4 ） （3 ．5 ）

′玖ミ 草 庵 差

幾 何 平 均

窺 両 棲 準 応 差

サ ン プ ル 数 蓼

（■2．U ）

（2 3 ）

（1．8 ）

（7 2 ）

（5 ．3 ） （5 i ）

（3．∠1 ）

（3 ．2 ）

（2 9 ） （2 8 ） （2 5 ） （2 ．6 ）

（2 ．3 ） （2．0 ） （2 ．5 ） （1．C ） （2．5 ） こ1．8 ）

‾て 可
（4 S ） （4 8 ） （ 4 8 ） （5 7 ） l （7 2 ）

夏

ll
L

l

平　 均　 値 4 ．0 4 ．1 2 ．7 3．3
2 7 i

‾1 二㌻ 1

3・3 要

3 0 】

3 ．2

2．巨標　 準 偏　 差 3．9 4 ．1 2 ．4 3 －6

貴覧 何 平 均

幾 何 療 準 偏 差

3．0 3．0
　 u
2 】 2 一塁 2 2 2 4 2 ．5

1．81，9
「 1・9

2 9 0

1 8

3 Ⅰ5

1．9　 円
「 1 7

1，9

サ ン プ ル 数 3 1 2 3 1 0 3 1 1 3 1 2 3 1 2

】

秋

平 均 値

転 嘩 偏 差

1．3 1、7 1．7

1．8

1．0

1．3

1．1 1．6 1 6

1．6 1．9

1 2

1．5

0．7

2 ．6 2．1

1．0魂　 何　 平　 均 0 ．8 1．2 ∩．7 0 ．9

幾 何 標 準 額 差

サ ン プ ル 数

1．9 1．9 1 ～）

2 ∠ 3

」 1・8 1．9 2 0 2 ．1j

2 1 6 2 1 6 2 1 6 2 0 ミ 2 U 7

F 「

冬

平 均 値

療 準 偏 差

3 1

l．9

2 ．6

1 丁

3 1 2

2．9 3 2 3．4

2 ．0

3．2 3 ．0 2．9

1．8 ワ．（j

2 ．6

i．8

2 ．3 2．3 I l－8

幾 何　 平　 均 2 こぅ

1．8

2 9 2 ．（） 2 ．3

1．9

2．4

1－6

3 1 1

1 8 1．7髭 何 夜 率 偏 差

サ ン プ ル 数 3 Ⅰ2 3 】2 3 1 2 3 0 3 1 （）3

年

平　 均　 値
3 ・0 丁

3 、2 乙′7 2．9
‡ 2 ・∈

‡ 2 ・2

3 ＿0

2 ．9

2 ．8

慮 準 偏 差 乙8
‡ 3 t2

2．3

2 ．1

2 、1

2 8 2 4

幾 何 平 均

幾 何 標 準 鹿屡

2 ．2 2 ．t 2 ．0 2 1

2．0

2 ．1

1、9

9 8 4

2．D 1．9 1．9 ‡ 9 ‡、≡ 1．9

サ ン プ ル 数 9 6 2 9 7 0 9 F l 9 7 5 9 7 2

－255－



諺汚－（2）

脚定地点　　戸田・蕨保寝所

■てく n　 項　 目
日 旦 ⊥ 火 水 木 金 土

平　 均　 値 （2．2 ） （2 3 ） （1．ち） （4．0 ） （3，9 ） （5．口） （2．4 ）

標　 率　偏　左 （2 0 ） （2．0 ） 事 （2 2 ） （4．6 ） （2．1 ）

工 手 ；う

（4．b ）

（3．4 ）

（2、7 ）

i （1．5 ）春 蒜　 何　平　均 （1 5 ） （1．6 ） （0．7 ）

（乙0 ）

（4 8 ）

（2．3 ）

幾 何換準偏差 （2 0 ） （2．1 ） （2．6 ）
巨 …≡；

（2．2 ） （2▲2 ）

サ　ン プル 数 L⊥ 1 日 ＿リ 2 ） （∠主旨） （6 0 ） （7 1 ）

夏

平　 均　 値
4 1 丁

4．7 　 3 4

」 3一㌻

3 5
T 【3 3

3 7 3 7

標　 準　硫　差 3．〇 4 6

3 2

4．0 3 9 3 9 3 3

幾 何 平 均

幾何扱寧偏差

サ ンプ ル 数

董 2．8

巨 ‡

再
2 2 2 1 2．4 2 6

2 3 2 3 2 2 2 3
‡て 忘 ‾

2．1

こ1 0 8 3 2 6
u　3 1 1

∫ミ】（l 3 t 2

秋

平 均 値

建 準 偏 差

j＿」 ÷ 」

1 （）

l．8 1」享 1，b 】．b
「 言

2 1

ヒ 芋1．6目 1．7
12
「？．8 28駕　 何　 平 均 1．0 （）．9 1．7 1．3

基 何 校 準 偏 差

サ ン プ ル 数

1 ．9

2 5 6

2．0 1．9 1 p

2 8 5 i

1．9 2▼1 2＿1

2 6 1　 f 2 E 7 二」こ1 i 〔弓1 2 6 2

冬

平　 均　 値 2 0 1．5 1．5 1．5

型

1 9 1 ．9 1．7

標 準　 偏　 差 1 1 7 1 2 1．3

i T 憂

2＿1 1．8 1．8　　 ■

幾 何 平 均

整 何 棟 準 偏 差

サ ン プ ル 数

1 5 1．2 四 1．2 1 ．5 1．3

1．9 1．7 1 ．7 1 8

2 6 2

2 ．（j 1．8 1．8

2 8 0 2 6 3 2 b 3 2 7 1 2 き8 2 8 6

年

平　 均　 値 ？召 2 ．b 2 ．0 2 ．2 2 ．2 2 ．7
子 吉

標 準 偏 差

幾 何 平 均

蔑 何 標 準 偏 差

2 8 3 3 2 ．7 3 ．0

1．4

2 ぎ 3 ，1

1 ．6 1．6 1．3 1．5 1．8 1．6

2 ，1 2 ．1 2．0 2 ．1 2 0 2 ．1 2 ．1

サ ン プ ル 教 卜0 －j 9 ト ）0 3
1，0 0 Ll 1，0 2 6 1 0 2 5 1 0 3 8 1，0 2 7



裏8」3）

測定地点　　清和市役所

’ ＼　醇 項　　 目 日 月 火 水 i ＿＿杢 」 ＿＿ 旦 」 土

－－」

春

‡

平　 均　 可　　 －

し標 準 偏 差
T ！

或　 何 平 均

鎗 同宿 率 偏 差

サ ン プ ル 数

眉

夏

平　 均　 値 4 ．0 3 6 2 6 2．6

2 ．4

2．5

「〉√′乙エ＿

3 2 つJつJ㌧∠■

袈 準 偏 差 1 3・q
3 7　 H 2．6

L 」 三 2 メ ‡

2．4
幾 何 平 均　 2 9 …　 u

乙6 F
　 H
2．0 2 ．1 2．0 2 3

忘 諒 謡 ト ■
1．9
工 二 丈 ．

1 8 6 l　M

l ．7 1 7 2．0 1 9

1 9 9サ ン プ ル 数 1 6 8 1 7 さ； 1 6 6 1 S O 1 8 1

秋

平　 均　 値 2 ．2 2 ．6 2 ヰ　 u
　 n
ヱ．6 2．S 、i．ヒ 2 5

1．C
互 車 重 差 竜

幾 何 平 均

1・9 1

1 8 ‡

1．6 1．3
1、6 l

2 0 3 ．0

2．3 ：Z．i 2 ．2
て ㌃ ‾「 ‾蔓完 】

‾㌃ 「 ．s

2 ．1

l l・7
幾何 房 準偏 差 1，7 1，C

白　 1．6
i．6

†一三 二
　　　 n
】サ ン プ ル 数　 2 5 6 　 2 5 5

l
2 5 5 二5 2 2 7 1 2 7 4

冬

平　 均　 値　　 2 6
H　 3 ．5

3 ．4 3 ．4 3 2 3 ．4 3 旦

駿 準　 慮　 差　　 1・て7 2 ．2 2 」う

2 7

2．6 2 ，7 2．4 2．3

発毛 何　 平　 均　　　 2 3 り〔） 乙8 2 4 2 ．7 2 9

州 － トー【一

象 何槙 草 庵 差
1．6 1．8 1、9 1．ら 1 ．9 1．9 1．7

サ ン プ ル 敬 2 0 5 2 1 6 2 2 3 2 4 5 2 7 8
1 2 6 1 2 2 6

年

i

凹

苛 〒 宗 ＝看 1
？．9
〒 ＝ 三：三‾

2 ．9
㌃ T 「‾ 言，1

　 3 ．5
u

3 ．l

昏　 準　 偏　 差 2 ．6 2 ．5 　 2．1n
2 ．3 2 ．’う 2．7 2．2

幾　 何 平　 均 2 ．3 2 ．7 2 ．∠t

l．7

2 ．6

1．7

2 ．5 2 ．ピ 2．5

幾 何漂草 庵 差

サ ン プ ル 数

1．8 i．7 1．8 1、8 1 7

T 7 0 1
7 2 1 7 4 5 7 5 9 8 3 0 3 2 7 7 7 1

ー267－
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蕾8－（4）

測定埴点　　大宮市役所

h
」 項　 目

山　 日
月 火 水 木 金　　　 土

平　 均　 値

標　 準　 偏　 差 n‖
】

看 幾 何 平 均

、蔑 何療 準偏 差

サ ン プ ル 数．

‡

F

岳
l

1 平 均 値

標 準 偏 差

（6 U ） （7，U ） （2 ．8 ）

（2 ．0 ）

（3 ．9 ） （4 3 ） （5 ・1 ） （4 ．8 ）

（3 8 ） （5．7 ） （4 ．4 ）
（3；了 て3・5 ） い 3 9 ）

　 夏

u

荒 何 平 均

幾 何司、宗準 底 差

」】竺 三）
l （5－4 ） （2 ．4 ）

（ 1．b ）

（2 8 ） （3 6 ） い 4 ■2 ） l （3 8 ）

（1 7 ） （1．9 ） （2 ，じ） （1．7 ） （1・8 ） い 1・7 ）

サ ン プ ル 数 （7 0 ） （8 9 ） （7 2 ） （E ′り
H

（8 8 ） L （9 3 ） い 9 ′7 ）

‖　 秋

平　 均　 値
1 1 ．4

1．4

1，3

憂 1．2

い ・1

1．2

1．1

四 い ・9 1・1

！ 2 ・0 1・2

幾 何　 平　 均

1．4 1．1
H

1＿0 1．〔1 0 ．9 0 ．9 0 ．9 1・4　　　 0．8

至 垂 垂 直 亡 亘 ＿

竺ヱ プ ル 可 2 竺

1・7 ！ 1．7 1．7

2 0 8

1．6
1 ・ミ｝ ！ 1 7

2 4 0 2 2 β 1 9 8
2 0 8 i 2 5 6

r

l 冬

ヱ ＿j 値 j

標 準 偏 差

1、8

1．6

0．9 1．0 1．0 1．0 1．0　　　 1 ．2

1．5 1．4 1．4 1．5 1．2　　　 1．1

穀　 何 平 均 1．3　 何 0．6 0 6 0 ．7 0．6 0 ．7　　　　 0．9

幾 何操 車 偏 差 1 8 1．8 1．8 1．8　 H 1 8 1 ・7　　　 1．7

サ ン プ ル 数 2 1 6 2 2 2 2 3 0 2 3 5 2 2 6 2 1 7　 靂 2 1 6

年

f

平 均 値

棲 串 偏 差

某 何 平 均

2 ．3 2 ．3 1．7 1・8　 穿 1．9 2，3　　　　 2 ．1

2 4

1．6

3 3

1．4

1．8 2 ．4 2 ．2 2 ．6　　　　 2 ．5

1 2 1 ．2 l．3 1・6　　　 1．4

幾 何標 準 偏差 1．9 2 ．1 1．9 1 ．9 1．9 2 ・O i 2 ・0

サ ン プ ル 致 5 9 7 6 3 6 6 2 6 6 1 1 5 9 6 5 9 8 ！ 6 4 1



黄8－（5）

測定地′在　草加市役所

項　　目

平　均　値

霞　準　尾　差

ま　何平均

幾何虞率濾差

サンプル数

平　均　値

牒　車　扁　差

幾　何　平

幾何療皐偏

サ　ン′　フ　ル

平　均　値

‾、蒜 「 1 ■　 3．5

2．3

亡 互　2．6
2．8

　　　　 岳

3．1　 2．6 2．7 つ　つ
「 2＿7

1・9 も　 1・7
2 い 1．8 1．ど 1．9

コ8日 3 1∈〉 ヱ1 1 3 0 0 3 上2 2 6 3

1，：二 1．t〕 1．0 P 9 1．2 1．2

1 6 ≡　　 1．1 皿 1一と 1．8 l l・7

鳥目　　 。、㌔　 。．7
0 ∈ ○〉已

T 一㌔ 己

1・8　 1・7T l・丁
1、7 1 8 1．8

3 0 】

∩7

　 n

3 1 】＿ 3 0 ：〉
l 2 F 3

2 7 9 2 7 ’7

0 8 0．5 0．8 t　 l・4 1．2

目　　　 火　　　 水 ．
　 ‖
木 l
金 ‡
土

l
〟‾「 T 〝

n

u i

n
弓 「 三ニ‾

川

“一‾「 r　‖
′川」J 2．8 32 3．5
■蒜 i 2丁　 3．5

2．3
亡 互 一首

3．1　　　　 2．6
岳　 2．7

つ　つ 2．6
「 2＿7

1・9 も　 1・7
2い 1．8 1．ど 1．9

　「　 ‾
8日1 31∈〉　ヱ11 I　300 3上2 ‡　263

モ京　平　 l七右　左三 ⊥・4　　　　　　 －　　　 ⊥●1l

蒜 T 「 ㌃ 「 ㌦ 討　 0．7
0 ∈

○〉已T
0 己幾　 何　 平　 均

洩何標嘩偏産
1・S い 8　 1・7T l・丁

1、7 1 8 1．8

サ ン プル数

平 均 値

2 8 8 3 0 】

∩7

　 n

3 1 】＿ 3 0 ：〉
2 F 3 2 7 9 2 7 ’7

1．口 0 8 0．5 0．8 1．4 1．2

i 標 準　 偏 差
1．臭 T‾ 1．2

1．2 0．9 1 7 2．4 1 7
罰

蔑 何　 平 均 0 6 0．4 C、5 ∩，3 0．4 0－8 n．7

簸何標準偏差 1 1，9
担

1．7 1 8 1．E 1．呂 2 0 1．9

サ ンプ ル 数
「▼肝 ∬ ‾■‘■■l 3 1 2

u

3 0 3　 t　　 3 0 4 3 1 2 1：三1 ：ミ 3 1 0 3 1 2

平　 均　 値 1．8
≡ 迂 ≡ ‾t6l ‾「 ㌃

1．4 l，9 1、8

虎 準　 偏 差 2．3 乙5 2．0 2．5 1．9 ？．2 2 3

発 何 平　 均 1．2 1．1 1．U 1，0

　 「

0，9 1．2 1．2

幾何標準偏差 2．0 2′1 1．9 2．0 1 9 2．0 2．0

サ ン プル 数 9 8 1 】 9 8 6 10 2 4 1 0 3 0 1，0 0 6 1，0 1 5 9 4 8

269一丁



衰8－（6）

測定地点　　砕米市役所

項　　 目 日 月 火 水 木　 暮 金 土

春

董

平 均 値

標 準 偏 差
山

】

サ ン プ ル 数
‖

！

夏

平　 均　 値

ト】
3 7 4 ．t） 2 ．3 2 、7 2 7 3 ．4 3 5

標 準 偏 差 3 ．1 4 ．4
2 ・1 】

1・7 【

3 ．1

1 ．8
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編　集　後　記

昭和45年日月公害センター発足から3生経過しましたがここに当センターの業度を年報第1

号として編集いたしました。

この蟹報は事業の概要として試験検査の実施状況また詞査成贋を業務概要として各部ごとにま

とめたものであります0各個の研究あるいは事案は学会誌、銅係誌など多く発表されてぎたが、セ

ンターの業患を総合的に報告する∫歳会がなかった所の業績は新しい時代の要請により幅広く多様化

してきているがこれらの期雛応えるため今後触撒こ充実したものを世に送りたいと思っている撃

なお発刊の大幅に遅れ・たことは不慣れとは言え、ひとえに腐実委員の責任であるがこれも少しでも

理魚領内零形式を痍索した結集と御了承願いたい最夜に本年報の資料の提供に絶大なる協力をい

ただいた全所員と由係各位に心から謝意を嘉しまナ。

不衛な点は多々あることとは存じますがご指摘いただきたくお除いいたします。


